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将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
行
財
政
と

町
民
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
河
津
町
で
は
、行
政
主
導
で
は
な
く
住
民
が
参
加
で
き
る

町
政
、住
民
に
開
か
れ
た
町
政
を
め
ざ
し
、特
に
広
報
広
聴
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
一
人
一
人
と
行
政
と
が
、つ
ね
に
意
識
と
目
線
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、様
々
な
課
題
に
対
し
て
つ
ね
に
住
民
の

声
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
各
種
の
窓
口
を
常
設
す
る
な
ど
の
環

境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、河
津
町
は「
南
伊
豆
地
区
広
域

市
町
村
圏
」に
よ
っ
て
、消
防
・
救
急
・
し
尿
処
理
・
電
算
化
な

ど
、様
々
な
側
面
に
お
い
て
地
域
広
域
行
政
の
一
員
と
し
て

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、協
議
会
の
廃
止
に
伴
い
、今

後
は
河
津
町
独
自
の
施
設
・
組
織
に
よ
る
事
業
運
営
や
、新
た

な
広
域
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
財
政
面
に
お
い
て
は
、地
方
自
治
体
が
共
通
し
て
抱

え
る
経
済
情
勢
へ
の
不
安
や
、高
齢
化
に
よ
る
地
域
活
性
の

低
下
と
そ
れ
に
伴
う
生
産
力
・
消
費
力
低
下
な
ど
、様
々
な
側

面
に
対
応
す
る
財
政
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
町
を
活
性
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、一
方
で
経
費
の
大
幅
な
削
減
や
各
種
事
業

の
効
率
化
、自
主
財
源
の
確
保
と
新
た
な
資
源
の
開
発
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
る
事
業
展
開
を
通
じ
、町
財
政
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
は
、町
内
各
地
域
お
よ
び
各
種
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
の
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
人
材
と
し
て
、定

例
会
お
よ
び
臨
時
会
を
通
じ
て
、町
全
体
の
取
り
組
み
方
針
、

課
題
解
決
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、河
津
町
を
よ

り
良
い
町
、よ
り
良
い
地
域
と
す
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

行
政・議
会

左から、相馬 宏行町長　斉藤 公紀副町長　横山 宥久教育長
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地勢・自然・人口生活環境

● 位置

東  経

北  緯

面  積

東  西

南  北

138 度 59 分

34 度 45 分

100.79km2

13.7km

14.7km

｝（役場所在地）

静岡県

河津町

静岡

富士 三島

熱海

伊東

下田

沼津

● ゴミ処理の推移 単位：t

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

不燃物

平成 20年

平成 21 年

平成 22 年

平成 23 年

平成 24 年

可燃物 3,569 595 4,164

4,141

4,129

3,988

4,047

3,580 561

3,545 584

3,421 567

3,447 600

資料：東河環境センター

● 地目別面積 単位：千m2（％）

資料：平成 24 年度概要調書（町民生活課）

畑 4,466（4.4） 田 2,116（2.1）
宅地 1,783（1.8）

山林 58,108（57.7）

原野 21,777（21.6）

雑種地 
623（0.6）

鉱泉地 1（0）
（実数：0.518）

その他 
12,801（12.7）

● し尿処理量の推移 単位：kg 資料：東河環境センター

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

4,850
4,982

4,632

4,825
5,088

平成 20 年
平成 21 年
平成 22 年

平成 23 年
平成 24 年

● 消防の現状（河津分署）
平成24年4月1日現在

資料 : 総務課

区分 分団数 署員数 指令車 ポンプ車 積載量 可　搬
ポンプ 消火栓 防火

水槽 救急車

河津分署
消防団 10

12
285

1
1

1
8

1
8 119 514

1

● 救急出動の推移

資料 : 総務課

平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

465
477
442
456
505

254
232
200
239
249

201
214
228
189
239

455
446
428
428
488

区分 出動件数
収容人数

年 男 女 合計

● 火災発生件数・損害額の推移

0 2,000 4,000 6,000 8,000

平成 20 年

平成 21 年

平成 22 年

平成 23 年

平成 24 年
2

2

8,183

3

1,848

3

1,932

5

463

5

（千円）

損害額（千円）

発生件数（件）

0100200300400 0 100 200 300 400

100～
95～99
90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

0
7

32
74

207
242

276
321
382
320

243
229
247
241

185
131

79
127

176
142
127

7
31
64

195
270
304
286
379
424
332

217
215
223
240

199
100
88
119

172
178
166

資料：国勢調査（まちづくり推進課）

平成22年10月1日現在　単位:人● 5歳階級別人口
昭和30年

昭和35年

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

5.1

4.7

4.3

4.0

3.7

3.6

3.4

3.2

3.0

2.9

2.8

2.6

● 世帯 ・ 人口の推移

2,054

2,255

2,333

2,435

2,613

2,671

2,713

2,817

2,996

3,024

3,019

3,029

5,147

5,285

4,832

4,590

4,641

4,560

4,444

4,373

4,346

4,150

3,969

3,789

0（人） 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

5,317

5,262

5,268

5,034

5,131

4,949

4,863

4,745

4,690

4,555

4,334

4,209

10,464

10,547

10,100

9,624

9,772

9,509

9,307

9,118

9,036

8,705

8,303

7,998

人口（男） 人口（女） 人口総数 一世帯平均
世帯数

資料:国勢調査（まちづくり推進課）

● 河川の状況
平成24年4月現在

資料：建設課

水系 名  称 流路延長
m

行政区域延長
m

川幅
m

流れ量
㎥ /sec

流域面積
㎡

河津川
谷津川
大鍋川
鍛冶屋沢川
沢田川
佐ヶ野川
小鍋川
奥原川
萩ノ入川
山田川
洞川

見高川
縄地川
田尻川
太田川
小縄地川

稲生沢川

河  

津  

川

単  

独

14,000
2,700
6,200
1,000
1,300
8,300
2,300
4,500
6,300
400
700

1,600
2,300
4,200
400
1,700
4,200

14,000
2,700
6,200
1,000
1,300
8,300
2,300
4,500
6,300
400
700

1,600
2,300
4,200
400
1,700
4,200

45.0
5.0
10.0
3.0
3.5
8.0
6.5
5.5
11.5
1.4
1.4

3.5
3.5
10.6
1.2
2.4
9.2

1,836
262
656
102
91
409
45
133
822
29
12

84
98
100
40
39
70

79,718,700
3,549,000
11,497,000
1,678,000
2,467,000
11,198,000
2,430,000
8,399,000
8,184,000
887,000
1,225,000

1,225,000
2,332,000
7,200,000
356,000
1,556,000
4,300,000

区分 路線数 実延長（m） 面積（㎡）
幅員延長（m） 舗装延長（m） 改良済延長（m）

● 町道の状況

5.5m未満 5.5m以上 舗装率（%） 改良率（%）

資料：建設課

町道 891 240,675 760,732 221,992 18,683 135,800 56.42 57,208 23.77

● 町営水道供給量の推移

資料：河津町水道事業会計決算書

平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

7,760
7,760
7,760
7,760
7,760

区分 計画給水人口
（人）

8,256
8,186
8,102
7,974
7,923

行政区域内人口
（人）

7,762
7,712
7,625
7,519
7,471

給水人口
（人）

9,600
9,600
9,600
9,600
9,600

公称施設能力
（㎥ /日）

1,389
1,425
1,461
1,424
1,417

年間給水量
（千㎥）

6,550
6,087
5,934
6,233
5,641

1 日最大給水量
（㎥）

3,807
3,903
4,002
3,892
3,882

1 日平均給水量
（㎥）年

区分 路線数 実延長（m）
幅員延長（m）

● 農道・林道の状況

4.0m以上5.5m未満4.0m未満 5.5m以上

資料：産業振興課

農道
林道

19
6

11,149
6,583

6,481
3,963

2,138
2,276

2,530

● 気象概要

資料：気象庁

平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

16.0
16.3
16.5
16.1
15.9

区分 平均気温
（℃）

2452.5
2534.0
2725.5
2131.0
2759.0

総降水量
（mm）年

● 気象概要（平成 24年）

0 1（月） 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

100

200

300

400

500
（㎜）

5

資料:気象庁

10

15

20

25

30
（℃）

38.5
5.8 6.1

9.7

13.8

18.1

20.1

24.8 24.4

19.2

13.5

8.3

26.4

72.0

243.0

311.0

422.0

358.5

159.5

203.5 202.0

314.5

159.0

275.5

平均気温

総雨量

●男 ●女

資料：総務課
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産業産業

● 卸売 ・ 小売業の商店数 ・ 従業員数 ・ 年間販売額の推移

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
（万円）

500

750

1,000

1,250

1,500
（人）

796 768 818 768 785

平成9年 平成11年 平成14年 平成16年 平成19年

1,577,221
1,339,808 1,320,506

1,129,581 1,110,813

181SHOP
165SHOP 181SHOP

177SHOP 165SHOP

資料:商業統計（まちづくり推進課）

区分        　 年

宿 泊 客
観光レクリエーション客

平成20年度

220,290
1,403,227

平成21年度

231,058
1,416,433

平成22年度

214,228
1,412,443

平成23年度

183,075
1,378,144

平成24年度

189,834
1,452,722

※ 宿泊客数は入湯税を基礎に推定値を算出し、県へ報告した数字
※ 観光レクリエーション客数（観光施設+スポーツレクリエーション施設+イベント交流客数）
　年間1千人以上が対象

単位:人● 宿泊客数・観光レクリエーション客数の推移

資料：静岡県観光交流の動向（産業振興課）

区分   　          
年

入 湯 税
入 湯 客 数

平成20年度

24,878,840
173,039

平成21年度

25,049,040
173,987

平成22年度

23,490,130
163,313

平成23年度

20,469,320
142,805

平成24年度

21,729,950
151,578

※入湯客数=調定人数+課税免除者数

単位：円、人● 入湯税及び入湯客数の推移

資料：町民生活課

河 津 桜 ま つ り

第19回（平成21年）

1,024,406

第20回（平成22年）

1,006,996

第21回（平成23年）

1,052,651

第22回（平成24年）

916,217

第23回（平成25年）

938,634
※第22回と23回については河津桜‘春うららまつり’も合算

● 河津桜まつり入込状況の推移

資料：河津桜まつり実行委員会

● 温泉の実態

資料：静岡県温泉協会ホームページ資料を基準

平成25年2月1日現在

温泉地

見　高
谷　津

峰

湯ヶ野

梨　本

計

4

57

43

22

13

139

ー

2

2

2

0

6

ー

1

1

2

4

8

1

16

14

9

9

49

3

38

26

9

3

79

 45.1

 1456.2

 1740.0

 601.2

 1306.9

 5149.4

 34.5

 91.01

 133.85

 75.15

 145.21

 479.72

ー

70.25

83.12

42.03

45.98

60.34

総源泉数
利用 不利用

機械揚湯 不利用枯湯
総湧出揚湯量
（l/分）

平均揚湯量
（l/分）

平均温度
（℃）

温泉数
自然沸出 ・ 掘削自噴

（含浜・笹原）

（含田中・沢田・逆川）

（含筏場 ・下佐ヶ野 ・ 小鍋）

● 伊豆急行線各駅乗降人員（定期券分含む）
今井浜海岸駅 河津駅 伊豆急行全線

0

500,000

1,000,000

9,000,000

12,000,000

15,000,000

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

11,538,856
10,971,530

10,370,166
9,125,140

9,779,470

※乗降人数=定期旅客人員（乗降）+定期外旅客人員（乗降） 資料：伊豆急行（株）

117,005 113,526 96,219 81,318 111,932

626,502626,502 612,602612,602
803,793803,793 724,081724,081 670,065670,065

● 産業大分類別就業者数の推移

区分   
年次

第一次産業

第二次産業

第三次産業

分類不能

総 数

昭和60年

1,295

772

2,812

0

4,879

平成2年

977

739

3,066

37

4,819

平成7年

917

834

3,240

2

4,993

平成12年

740

693

3,149

8

4,590

平成17年

629

600

3,043

0

4,272

平成22年

517

535

2,862

13

3,927

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 人

第一次産業 第二次産業 第三次産業 分類不能

4,879

4,819

4,993

4,590

4,272

3,927

分類不能37

分類不能2

分類不能8

分類不能13

資料:国勢調査（まちづくり推進課）

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

● 専 ・ 兼業別農家数の推移

0 200 400 600 800 1000

昭和60年

平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

専業農家

第一種兼業

第二種兼業

資料:農林業センサス（まちづくり推進課）

915

671

592

325

257

216

559

363

307

130

98

77

159

139

131

99

66

67

197

169

154

96

93

72

単位：戸

0

150,000

300,000
（万円）

400

300

200

100

500
（人）

177 185 171 173 168

平成18年

（従業者数）

（製造品出荷額）

（事業所数）

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

173,494
190,649 180,680 175,762 175,209

12 14 12 12 12

資料：工業統計調査（まちづくり推進課）

● 工業の推移 ※従業員4人以上の事業所

● 産業大分類就業者数内訳
（平成22年 国勢調査から分類変更）

資料:国勢調査（まちづくり推進課）

計

農 業

林 業

漁 業

計

鉱 業

建 設 業

製 造 業

計

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

不 動 産 業

学術研究、専門・技術サービス業

飲 食 店・宿 泊 業

生活関連サービス業

教 育、学 習 支 援 業

医 療 、 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 業

サ ー ビ ス 業

公 務

分 類 不 能

総 数

517

465

20

32

535

1

378

156

2,862

17

14

156

667

42

49

57

738

156

162

391

68

209

136

13

3,927

平成22年

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

区分                     年次
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教育・文化福祉・保健

● 保育所（わかば保育園）の状況

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

0 10 20 30 40 50 60

（50）

（49）

（47）

（51）

（54）

3歳未満

3歳

4歳以上

単位：人

資料：保健福祉課

16

17

17

18

17

16

8

13

15

14

18

24

17

18

23

0 1000 2000 3000 4000

● 高齢者人口の推移

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

60～64歳

65～69歳

70歳以上

単位：人

資料：保健福祉課

1,983

2,005

2,034

2,071

2,121

700

689

647

630

691

721

775

839

861

787

（3,404）（3,404）

（3,469）（3,469）

（3,520）（3,520）

（3,562）（3,562）

（3,599）（3,599）

検診名 特定健康診査 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 子宮がん検診 乳がん検診

年度 　 
区分 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

2,184

2,127

2,118

2,112

2,115

628

662

697

680

617

28.8

31.1

32.9

32.2

29.2

2,326

2,473

2,820

3,162

3,329

739

697

675

606

748

31.8

28.2

23.9

19.1

22.4

3,176

3,267

2,954

3,299

3,499

1,033

968

1,504

1,377

1,233

32.5

29.6

50.9

41.7

35.2

2,613

2,747

2,917

3,302

3,500

1,098

1,189

1,326

1,256

1,161

42.0

43.3

45.5

38.0

33.2

1,062

1,141

1,811

2,065

2,052

325

562

377

345

528

30.6

49.3

20.8

16.7

25.7

685

732

1,383

1,379

1,409

252

398

299

305

384

36.8

54.4

21.6

22.1

27.3

● 各種検診状況の推移

※特定健康診査は、国民健康保険加入者対象

単位 対象者・受診者：人、受診率：%

資料：保健福祉課

1,923

1,890

1,798

1,716

1,683

15

14

11

15

14

757

754

717

701

688

702

674

631

583

582

1,459

1,428

1,348

1,284

1,459

男 女 計 男 女 計 男 女 計

2

3

6

6

6

9

11

16

13

13

11

14

22

19

19

7

7

6

7

4

446

441

422

406

390

453

448

428

413

394

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

第1号強制加入 第1号任意加入 第3号
被保険者 うち不在

被保険者年度

区分

● 国民年金加入状況の推移
単位：人

資料：町民生活課

● 後期高齢者医療費の推移

資料：町民生活課

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

1,435

1,451

1,482

1,503

1,514

32,437

33,488

37,352

38,874

38,011

914,934

1,007,004

1,038,009

1,084,140

1,141,428

637,585

694,007

700,411

721,317

753,915

28,206

30,071

27,790

27,889

30,029

年度平均
被保険者数（人）

件数
（件）

費用額
（千円）

一人当たり
（円）

一件当たり
（円）年度

区分

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

1,768

1,720

1,716

1,718

1,684

3,195

3,177

3,161

3,158

3,077

41,251

42,191

42,663

43,975

43,883

833,460

829,405

876,690

805,772

882,571

260,864

261,065

277,346

255,153

286,828

20,205

19,658

20,549

18,323

20,112

年度

区分

● 国民健康保険加入・給付状況の推移

資料：町民生活課

被保険者
世帯数（世帯）

被保険者数
（人）

保険者負担額

件数（件） 金額（千円）１人当り（円）1件当り（円）

0 20 40 60 80 100（%）

平成19年
平成20年
平成21年
平成22年
平成23年

104人
125人
114人
120人
117人

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 その他
資料：保健福祉課

● 死因別割合の推移
33
33
30
34
38

21
23
14
26
21

16
17

15
11
11

34
52
55
49
47

単位：人

老齢福祉年金

件数 金額（万円） 件数 金額（万円） 件数 金額（万円） 件数 金額（万円） 件数 金額（万円）

老齢基礎年金等 遺族基礎年金 障害基礎年金等 計
年度 

区分

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

1

1

1

1

0

40

406

406

406

0

2,445

2,497

2,537

2,546

2,567

169,159

160,571

164,467

166,618

168,841

39

36

32

27

26

2,501

2,528

2,223

1,827

1,766

127

130

131

128

133

11,511

11,814

11,963

11,584

11,889

2,612

2,664

2,701

2,702

2,726

183,211

175,319

179,059

180,435

182,496

● 国民年金受給状況の推移

資料：町民生活課 ● 遺　跡

資料：教育委員会

番 名  称 時  代 所在地 出土品・遺構
1
2
3
4
5
6
7
8

宮林（みやばやし）遺跡
家ノ上（いえのうえ）遺跡
段間（だんま）遺跡
姫宮（ひめみや）遺跡
長坂（ながさか）遺跡
波来横穴（はらいおうけつ）
春蔵（はんのくら）遺跡
河津城跡

旧石器時代の石器、縄文土器、石器
住居跡、土杭
土器、石器、石製品、竪穴住居跡
土器、竪穴住居跡、墓
石製品、土器、石器
土器、鉄製品、石製品、海蝕洞窟
土器（縄文～平安）、住居跡、墨書土器
常滑焼の甕、明の輸入陶磁器、茶臼

見高入谷
見高入谷
見高浜
笹原
下佐ヶ野
谷津
下峰
笹原

旧石器・縄文
縄文
 〃
縄文～奈良
縄文
弥生～古墳
縄文～平安
戦国

● 指定文化財

資料：教育委員会

番 指定別 種  別 名  称 員数 指定年月日 所有者・管理者 所在地 備  考
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

国
〃
〃
〃
〃
県
〃
〃
〃
〃
〃
町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

天然記念物
　　〃
　　〃
重要文化財（建造物）
登録有形文化財
有形文化財（工芸）
　　〃
　　〃
有形文化財（彫刻）
　　〃
無形文化財（芸能）
有形文化財（彫刻）
無形文化財（芸能）
有形文化財（遺跡）
有形文化財（建造物）
無形民族文化財
有形文化財（彫刻）
　　〃
無形文化財（芸能）
天然記念物

新町の大ソテツ
杉桙別命神社の大クス
ナチシダ自生北限地
天城山隧道
旧木村家住宅主家
山神鰐口
子安明神鰐口
普門院の笈
十一面観音立像
木造薬師如来坐像他
子守神社神楽
南禅寺堂仏像群
河津八幡三番叟
煉瓦の洞遺跡
関戸吉信の墓
見高浜の精霊送り行事
涅槃像群
薬師如来坐像
見高神社三番叟
河津桜の原木

正木源七郎
来宮神社
天城荘
静岡県
小林弘
縄地区
縄地区
普門院
下峰区
谷津区
大鍋子守神社神楽保存会
谷津区
河津八幡神社三番叟保存会
河津町教育委員会
稲葉一布
見高浜区
沢田区
湯ケ野区
見高三番叟保存会
飯田典延

樹齢 1000 年以上か
通称「来宮様の大楠」
ナチシダ北限自生地

三菱財閥の有力者
慶長年間作
　　〃
禅寺の木製背負い具
善光庵 檜材一木造
南禅寺堂の仏像群
毎年 10月 15 日公開奉納

現在休止中
窯跡 3カ所 白臼 1個
室町時代末期の宝篋印塔
むぎわら舟で海に流す
涅槃堂の仏像群
室町時代の仏像
毎年 10月 23 日公開奉納

下峰
田中
梨本大滝
梨本
峰
縄地
 〃
逆川
下峰
谷津
大鍋
谷津
 〃
梨本国有林 172 林班に小班内
梨本
見高浜
沢田
湯ケ野
見高浜
田中

昭和 11年 9月 3日
昭和 11 年 12 月 16 日
昭和 28 年 3月 31 日
平成 13 年 6月 15 日
平成 23 年 7月 25 日
昭和 31 年 10 月 17 日
昭和 31 年 10 月 17 日
昭和 31 年 10 月 17 日
昭和 31 年 10 月 17 日
昭和 59 年 3月 23 日
昭和 60 年 11 月 29 日
昭和 45 年 11 月 11 月
昭和 45 年 11 月 11 月
昭和 55 年 9月 5日
平成元年 6月 6日
平成元年 6月 6日
平成 5年 6月 7日
平成 6年 12 月 7日
平成 7年 12 月 21 日
平成 17 年 2月 2日

1
1
1
1
1
1
1
1
1
11 躯
舞 8
15 躯
1
1
1
1
28 躯
1
1
1

すぎほこわけのみこと

平成 21年 22 年 23 年 24 年 25 年
資料：教育委員会

0

100

200

300

400

● 児童 ・ 生徒数の推移

395

188

394

192

376

208

374

202

372

191

児童数（小学生） 生徒数（中学生）

● 園児数の推移（幼稚園）

0

50

100

150
（人）

平成 21年 22 年 23 年 24 年 25 年

154
148 148

139

125

資料：教育委員会
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行財政

町税
8億1,606万7千円
（22.1%）

使用料 ・ 手数料
9,244万9千円
（2.5%）

繰入金
2億6,294万8千円
（9.2%）

繰入金
2億6,294万8千円
（9.2%）

繰越金
5,000万円（1.4%）

諸収入
4,884万2千円（1.3%）

その他
3,343万8千円（0.8%）

地方交付税
14億3,900万円
（38.9%）

国庫支出金
1億7,148万9千円
（4.6%）

県支出金
2億6,666万1千円
（7.2%）

町債
3億7,672万3千円
（10.2%）

その他
1億4,238万3千円（3.9%）

人件費
6億5,684万8千円
（17.8%）

扶助費
3億5,945万千円
（9.7%）

公債費
3億7,065万1千円
（10%）

物件費
8億8,068万7千円
（23.8%）

維持補修費
5,171万2千円（1.4%）

補助費等
7億9,589万4千円
（21.5%）

普通建設事業費（補助）
4,435万1千円
（1.2%）

普通建設事業費（単独）
3億880万2千円
（8.4%）

県営事業負担金
800万円（0.2%） 災害復旧費6千円

積立金など
2億2,359万9千円

（6%）

● 平成25年度一般会計当初予算

自 主
財
源

依存
財
源 歳入合計

37億円 歳出合計
37億円

歳入 歳出

年次
区分

4,200,016
4,326,680
3,969,122
3,836,930
3,874,406

平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

8.9
2.5

△8.3
△3.3
0.1

対前年度伸率
（%）

9.5
2.3

△7.6
△2.8
△0.1

対前年度伸率
（%）

歳入A
（千円）

3,993,110
4,084,029
3,774,085
3,670,111
3,648,119

歳出B
（千円）

226,906
242,651
195,037
166,819
226,287

A-B
（千円）

● 財政の推移（一般会計決算）

資料：総務課

一般会計
河津駅前広場整備事業特別会計
土地取得特別会計
普通会計の合計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
国民宿舎「かわづ」運営事業特別会計
特別会計の合計
水道事業会計
温泉事業会計
企業会計の合計
総　　額

37億円
464万円
62万円

37億526万円
13億2,168万円
7億6,557万円
9,347万円
750万円

21億8,822万円
3億5,583万円
8,205万円

4億3788万円
63億3,136万円

● 平成25年度会計別予算額

資料：総務課

庶務係
財政係
検査係
消防防災係
まちづくり推進係
窓口係
保険年金係
税務係
徴収係
健康係
福祉係
介護係
農林水産係
産業振興係
管理係
建設係
水道温泉工務係
水道温泉業務係
会計係
学校教育係
社会教育係

選挙管理委員会
監査委員
農業委員会
固定資産評価委員会
議会

書記
書記
事務局
書記
事務局

教育長

副町長

教育委員会

町長

総 務 課

町 民 生 活 課

産 業 振 興 課

建 設 課

まちづくり推進課

保 健 福 祉 課

会 計 室

事 務 局

さくら幼稚園

● 行政機構図

資料：総務課

● 議会議員名

小林　和子
土屋　　貴
渡邉　　弘
吉田　重好
稲葉　　静
川下　英一
宮崎　啓次
萩原　清男
山田　　勇
土屋 粂太郎
坪井　弘司

第 2 常 任
第 1 常 任
第 2 常 任
第 1 常 任
第 1 常 任
第 1、2 常任
第 2 常 任
第 2 常 任
第 2 常 任
第 1 常 任
第 1 常 任

副 委 員 長
委 員 長
委 員 長
農 業 委 員

議 長

副 議 長
監 査 委 員

副 委 員 長

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

議席番号 氏　　名 所属会派 所属委員会 備　　考

資料：議会事務局

議長・副議長
定数 11 議席

第 1常任委員会
総務課・まちづくり推進課・町民生活課・
保健福祉課及び他の常任委員会に属さない事務

第 2常任委員会
産業振興課・建設課・教育委員会・農業委員会

資料：議会事務局

議   会

● 議会構成図

姉
妹
都
市

長
野
県 

白
馬
村

防
災
協
定

東
京
都 

渋
谷
区

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
美
と
、

豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
を

ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
は
、長
野
県
の
北
西
部
に
位
置
し
て
お

り
、南
北
に
十
六
・
八
㎞
、東
西
に
十
五
・
七
㎞
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

白
馬
岳
、杓
子
岳
、白
馬
槍
ヶ
岳（
白
馬
三
山
と
い

い
ま
す
）、五
竜
岳
を
は
じ
め
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス

白
馬
連
峰
が
眼
前
に
迫
り
、そ
の
麓
に
は
、豊
か
な

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
村
は
、恵
ま
れ
た
自
然
資
源
を
活
か
し
た
観
光

が
主
産
業
で
す
。急
峻
な
山
岳
美
を
み
せ
る
北
ア
ル

プ
ス
白
馬
連
峰
や
個
性
豊
か
な
七
つ
の
ス
キ
ー
場
、

村
内
に
湧
き
出
る
効
能
豊
か
な
温
泉
、歴
史
あ
る
千

国
街
道
な
ど
、目
的
は
様
々
で
す
が
、多
く
の
観
光

客
が
四
季
を
通
じ
て
当
村
を
訪
れ
ま
す
。

　

交
通
網
は
、一
九
九
八
年
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

お
客
様
を
お
迎
え
し
、お
も
て
な
し
す
る
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
河
津
町
の
み
な
さ
ん
が
当
村
を
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

白
馬
村
の
自
然
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
が
み
な
さ
ん

を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
す
。

大
災
害
と
い
う
不
測
の
事
態
に

備
え
、河
津
町
と
渋
谷
区
の
両

自
治
体
は
、人
・
モ
ノ
・
情
報
な

ど
を
通
じ
て
、相
互
に
、瞬
時

に
助
け
あ
え
る
よ
う
、つ
ね
に

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
十
一
月
、地
震
な
ど
大
規

模
災
害
で
被
災
し
た
場
合
に
備
え
て
、河

津
町
は
東
京
都
渋
谷
区
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、大
規
模
地
震
な
ど
に
よ

り
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、両
自
治
体

が
職
員
の
派
遣
や
食
糧
、日
用
品
、そ
の

他
必
要
な
資
機
材
の
提
供
、被
災
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、幅
広
い
応
援
対
策
お
よ
び

応
急
復
旧
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、防
災

訓
練
時
の
応
急
救
援
物
資
の
搬
送
な
ど

相
互
参
加
や
今
後
の
災
害
時
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
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